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　部品を統合化・一体化したシステムとして捉え，新たにコストダウン・軽量化を狙う手法とし
て，モジュール型設計手法が注目されている。しかし，モジュールとしての効果的な設計手法が
確立されていないため，設計者は試行錯誤しながらモジュール設計を行っている。
　そこで，県内企業ニーズの高い「機能統合化モジュール（部品一体化）」のための設計支援ツー
ルの開発を行った。
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研究の成果

研究の目的

• モジュール設計を行う際の思考過程をシンプルに切り分け，他との関連性を断つことで，設計者
を支援することを考えた。思考過程を表現するため，本ツールは２つのフェーズで構成されてい
る。1つは部品特性・材料特性・削減部品点数・製品と部品の機能の関係を入力する「部品特性
による選択フェーズ」，２つ目は，生産性の面から点数付けを行う「生産性による配点フェーズ」
である。

• 本ツールを利用することにより，設計者は部品一体化の可能性のある膨大な組合せパターンから，
適切な選択パターンを具体的な点数付けにより知ることができるようになる。概念設計段階で適
切な指針を持つことは，後の詳細設計から生産工程において極めて有効である。
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研究の内容

開発したモジュール設計支援ツール開発したモジュール設計支援ツール開発したモジュール設計支援ツール

　開発したモジュール設計支
援ツールです。簡単な操作で，
有効なモジュール化提案を得
ることができる。
　開発には，産総研で開発された

MZ-Platformを利用した。

部品特性による選択フェーズ部品特性による選択フェーズ

生産性による配点フェーズ生産性による配点フェーズ

結果表示画面結果表示画面

部品名によるモジュール化部品名によるモジュール化

　機能展開を取り入れた
モジュール化事例。
　部品点数は１０に減少
し，大きな設計変更も行
われた。
　これは，機能展開により，
一体化したい対象部品の
抽象化が行われたため，
設計者の発想がより柔軟
になった結果であると考
えられる。
　このように，大きな設計
変更を導き出せるのが本
ツールの特徴。

　部品名による
モジュール化事
例。
　部品点数は１５
に減少し，効果
を確認できた。し
かし，大きな設計
変更までには至っ
ていない。

　本ツールを適
用した対象モデ
ル。
　ガイドレール
を駆動するモー
タアセンブリで，
総部品点数は
２０。

機能展開によるモジュール化機能展開によるモジュール化
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部品点数20→10 部品点数20→15

対象モデル対象モデル（部品点数20）


